
国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

外国人教員・研究者・留学生の受入環境整備
国際教育研究協働機構に，7名の専任職員を配置した外国人受

入環境整備チームを設置し， ①外国人研究者向け情報を提供する
英語ウェブページの構築， ②会計事務の英語サポート担当の配置，

③窓口会計規則等学内文書の英文化，④日英標記のキャンパス
内建物案内板等の設置，④電話英語音声ガイダンスシステムの導
入，等を実施した。

ガバナンス改革関連

大学のガバナンスを一元的に担う組織体制の整備
全学的なガバナンスを司る学長直属の組織「企画戦略本部（仮称）」の将来的な設置に向け，平成26年12月に

「国際教育研究協働機構」を立ち上げ，全学的な戦略の策定，組織体制の構築のための準備を進めた。

また，学長のリーダーシップによる組織運営機能を強化するため，機動的・戦略的運営に必要な情報を管理分
析することを目的とした情報活用IR 室を平成27年4月に設置し，専任教員・職員を配置した。

教育改革関連

ＦＤ研修の実施や教育革新センターの設置

英語による教授方法の研修，新カリキュラムで導入予定の演習科目案づくりのための研修，教養教育につい
ての研修等のFD研修を実施するとともに，平成27年4月に，教育面における学長のリーダーシップを発揮し，
全学的な教育の質保証と教育方法，教育能力開発等を目的とする「教育革新センター」を設置した。

東工大レクチャーシアターの整備

初年次学生の科学・技術への興味・向上心を喚起するため，創造的討論や
実験の実演を伴った講義のための「東工大レクチャーシアター」を整備した。

学生交流プログラム開発

協定校を初めとした海外の教育研究機関を中心に訪問し，学生交流プ
ログラムの開発・拡充に着手した。その結果，欧州超短期派遣（ドイツ・
オーストリア），北欧超短期派遣（スウェーデン），理工系学生のための海
外英語研修プログラム（オーストラリア）を新たに開発し，2015年夏の実
施に向けて派遣学生の選考等準備を進めている。

取組内容の進捗状況（平成２６年度）

〈FD研修「英語による教授法（導入）研修」〉
〈これからのリベラルアーツのあり方に
ついての講演会 グループワークの様子〉

〈東工大レクチャーシアター〉

〈北欧超短期派遣（スウェーデン）〉

アクティブラーニング環境の整備

学生の能動的な学修参加を取り入れた授業等のためのアクティブラーニン
グ対応講義室を整備した。

〈外国人研究者向け情報を提供する英語ウェブページ〉

TA制度充実のための取組み

新しい教育制度では，修士課程学生が学部生の教養卒論について指導す
るというダイナミックな教育プログラムを実施予定であり，プログラム実施に向
け，カリフォルニア大学バークレー校の教員による講演，本学教員によるケー
ススタディー，学生参加ワークショップを開催した。

〈アクティブラーニング対応講義室〉



■ 国際的評価の向上につながる取組（タイプAのみ）

■ 自由記述欄（取組について自由にアピールしてください）

東工大ＳＧＵキックオフ・シンポジウム
平成27年1月27日に東工大SGUキックオフ・シンポジウ

ムを開催した。南洋理工大学及びカリフォルニア大学バー
クレー校からの招待者による「ガバナンス体制の改革」およ
び「オンライン教育環境の整備」についての講演及び本学
の教員，学生をパネリストとして，「若手教員はかく考える
―グローバル時代の大学教育とは？」と題したパネルディ

スカッションを行った。本シンポジウムを通じて，本学が現
在取り組んでいる大学改革に対する示唆を得るとともに，
本学のSGU構想が目指す「日本の東工大から世界の
Tokyo Techへ」と進化していくことの意義を参加者全員が

共有することができ，学内の教職員が熱意と情熱を持ち，
一致団結の精神により大学改革を行っていくための第一歩
となった。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

学長のリーダーシップを強化する全学的な人事管理

学長のリーダーシップを強化するガバナンス改革の一環として，教員人事
については，平成27年4月から教育研究分野，部局，採用人数等を，学長
が「人事委員会」の議を経て決定する，全学管理・運用体制を開始した。

また，研究科長，学系長，学部長及び附置研究所長について，従来の教
授会の意向表明を受けて，学長が任命する制度を廃止し，学長のビジョン
や本学の経営方針を共有し，その職責を果たすにふさわしい者のうちから，
学長が選考し任命することとし，平成27年4月就任の者から実施した。

国際交流を支えるガバナンス－事務職員の多様性・国際対応力の向上

事務職員の国際化対応力向上のための研修を引き続き実施するとともに，
学生交流プログラムの新規開発を目的とした訪問調査を行うため，事務職
員による海外大学等との事前の連絡調整，訪問時の面談・交渉やプレゼン
テーション，海外大学からの職員の受入などの，実践的な能力向上のため
の取組を実施した。

【海外の大学との連携の実績（タイプＡのみ）】
 平成27年3月にアーヘン工科大学との国際産学連携共同プログラムを本学で開催し，日独の大学と産業界の連

携について活発な議論を行った。平成27年夏にはアーヘン工科大学で次回のシンポジウムを開催予定である。
 平成27年1月に，東工大－MIT（マサチューセッツ工科大学）国際産学連携ワークショップを本学で開催し，両大学

の教員による講演を行い，講演者，企業や大学関係者が意見交換を行った。今後，両大学のシーズと企業のニー
ズをマッチングさせた世界レベルの国際連携研究プロジェクトの具体化を図ることについて，打合せを行った。

 平成26年9月にウプサラ大学・東工大 合同シンポジウムをウプサラ大学で開催し，本シンポジウムを端緒として相
互の研究交流を図ることとし，平成27年度には，第2回シンポジウムを本学で開催する予定とした。

 平成26年12月にカリフォルニア大学サンタバーバラ校を訪問し，平成27年夏の開催を予定している合同ワーク

ショップの準備を進めた。世界トップ大学と戦略的に連携強化を図る新たな試みとして，本ワークショップを通じて，
研究交流から学生交流へとつなげて交流活動を積極的に推進する。

 協定大学に加え，スコルコヴォ科学大学やシンガポールデザイン工科大学など新鋭の理工系大学を訪問し，今後
の連携関係の構築について協議を行った。

〈ドイツで開催された渡日プログラム説明会での
本学事務職員によるプレゼンテーション〉

国際的視野でのオンライン教育システムの構築
平成28年度から開始予定である新教育システムに合わせ，MIT・ハーバー

ド大学などのオンライン講座コンソーシアム「edX」に参加し，オンライン学修

環境の整備のための準備を進めた。世界トップレベル研究拠点プログラムと
して文部科学省により採択されている地球生命研究所（ELSI）の廣瀬敬所長
による講義を，平成27年秋学期に配信予定である。 〈東工大教育改革公式ウェブサイト〉

国際水準を目指した大学の組織改革
平成28年4月から学士課程及び大学院課程を包有する「学院」を設置して

現行の3学部6研究科を6学院に改組する内容を決定した。学部と大学院を

一体化して，国際的な水準を満たす教育体系の構築を行える組織へと改革
する。また，学士課程から大学院課程までの一環した教養教育を担当する
「リベラルアーツ研究教育院」を同時に発足することも決定した。

〈パネルディスカッション〉

〈東工大ＳＧＵキックオフシンポジウム 三島学長による講演〉
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